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序論  往来物を資料とした日本語研究の意義 
  本論  近世期女性の言語使用に関する考察 
   第１部 女子用往来物より見た表記の諸相 
       第１章 異体仮名の諸相と使用傾向 
       第２章 女子用往来物における仮名遣い(１）―居初津奈作往来物を中心に― 
       第３章 女子用往来物における仮名遣い(２) 
       第４章 漢字使用の実態と傾向―漢字字種とその用法から― 
       第５章 語表記から見た漢字使用の特徴―漢字・仮名の選択傾向― 
       第６章 女子用往来物における基本的漢字群の抽出―主成分分析による抽出法の試みと
     その検討― 
   第２部 女子用往来物より見た近世女性の日常語・教養語 
       第１章 女子用往来物使用語彙の実態と傾向 
    第２章 女子用往来物における語彙の諸相（１）―漢語使用の実態と漢語使用に対する 
    意識の変容― 
       第３章 女子用往来物における語彙の諸相（２）―「女中ことば」の使用について― 
    第４章 女子用往来物における基幹語彙抽出の試み 
    結論 女子用往来物に映る近世期女性の言語使用 









































 第１部 女子用往来物より見た表記の諸相            




















 第２章 女子用往来物における仮名遣い(１）―居初津奈作往来物を中心に― 







































































































































































































                       
 第２部 女子用往来物より見た近世女性の日常語・教養語 
  第１章 女子用往来物使用語彙の実態と傾向 
   「近世女子用往来物における使用語彙の特徴」2006年10月31日掲載決定（『日本語論叢』特
   別号／日本語論叢の会／2007年3月発行予定） 
  第２章 女子用往来物における語彙の諸相（１）―漢語使用の実態と漢語使用に対する意識の
   変容―  
   「女子用往来物における漢語使用について」2006年12月24日掲載決定（『文学語学』187号／
   全国国語国文学会／2007年3月発行予定） 
    第４章 女子用往来物における基幹語彙抽出の試み 
     「女子用往来物における漢字使用の実態と傾向」2006年12月16日掲載決定（『早稲田日本語研
  究』16号／早稲田大学日本語学会／2007年3月発行予定） 
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